
◎ ＰＣＢ廃棄物の処理状況について（操業開始～平成25年6月30日）

◎ 労働災害について

◎ 安全教育の実施について

◎ 安全教育の実施について

◎ 消防訓練の実施について
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※処理実績（登録台数比）  廃棄物個体完了ベース 処理状況 

対象物 近畿２府４県 大阪市 

トランス類 １，９７９台（６１％） ９９６台（７６％） 

コンデンサ類 ４０，５３１台（６０％） １０，８５９台（８７％） 

ＰＣＢ油類 ８２８本（５１％） ３９２本（８０％） 

    ※大型のＰＣＢ廃棄物は分割前の台数、また、登録台数は平成２５年３月３１日現在の台数で集計しています。

　６月３０日午後２時５０分ごろ、西棟１階払い出し室で労働災害が発生しました。

　前日に行った送風機ベアリング交換後の試運転中、軸受け箇所に異音が発生したた

め、電源を切って送風機を停止し確認作業を行った際、作業員がベルトを右手で掴み回

転させたところ、誤ってベルトとプーリー（動力伝達用ベルト車）間に右手第4指と第

５指を挟み、被災しました。

　災害翌日の7月1日は全国安全週間の初日にあたり、所長が安全大会で災害防止に向

けた注意喚起を行いました。原因調査と対策を推し進め、このような事が二度と起こら

ないよう努めます。

　４月の安全教育は、有機溶剤の特徴や取り扱い、

保護具などについて学びました。有機溶剤は化学工

業のほか、幅広く産業全体で使われています。

　また、5月はISO14001の教育を行いました。

2010年1月に高圧ガス保安協会より認証登録を受

け3年半が経過し、確実に現場に定着してきていま

す。また、6月は酸素濃度の解説と空気呼吸器の取

　５月２２日、此花消防署の立会のもと消防訓練を行いました。今回は西棟受入検査室

の制御盤から出火したことを想定し、対策本部及び指揮本部の設置や、消火、通報、避

難訓練を実施しました。また、消防署の指導を受けながら、訓練用の消火器を使い消火

訓練を行いました。訓練終了後、此花消防署の方から講評をいただきました。なお、此

花消防署指導による消防訓練は毎年実施しています。

り扱い説明を受けた後、実際に装着しボンベからの空気で呼吸する訓練を行いました。



◎ 緊急時対応訓練の実施について

◎ 施設見学の状況について

当施設への見学者は、操業開始以降、平

成25年6月30現在で8,938名（1,192団

体）となっています。平成25年4月から6

月は、以下の方々を含め、企業・自治体・

大学の方々等119名（15団体）が熱心に

見学されました。

　今年度の緊急時対応訓練は「小火災」を年間テーマとして、各作業グループを順次、

毎月1回実施しています。

　４月２５日に、ＶＴＲ（真空加熱分離装置）の制御盤から出火したことを想定して訓

練を行いました。現場をパトロール中に発煙を発見し、上司への連絡と同時に複数の人

員による初期消火活動の実施と消防への通報を模擬で行いました。また、現場から次々

と送られてくる火災の情報をホワイトボードに記載し、詳細に状況の把握を行いまし

た。このような訓練を毎月行うことで緊急時に適切に対処出来るようにしています。

　　4月11日　電力供給設備関係企業の新入社員さん（31名）（第1陣）

　　4月15日   電力供給設備関係企業の新入社員さん（31名）（第2陣）

　　6月18日　大学工学部の教員と学生さん（6名）

　☆大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設見学方法☆

　 弊社のホームページを参照または総務課へご連絡下さい。

　・自由見学・西棟１階情報公開ルーム（月～金曜日の午前１０時から午後４時まで）

　・予約見学・西棟１階情報公開ルーム、見学者ホールなど

　　　　　　　毎週火、木曜日（午前１０時から・午後２時から）

　【問い合わせ】　日本環境安全事業（株）大阪事業所

　　　　　　　　　ＴＥＬ：０６－６４６８－０５７５

　　　　　　　　　ホームページ：http://www.jesconet.co.jp
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